
 

 
 
 

 

 

生育はほぼ平年並み経過している 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

● ４月中旬より気温の上昇が停滞し、当初は進んでいた生育はかなり遅れ、前年並み、

平年比０～１日遅れで進んでいます。 

● この気象推移は、昨年のパターンに似ているとも言えます。今後の気象変化に十分

に注意しながら、晩霜害や雹害の被害軽減と事後対策に備える必要があります。 

 

 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨 県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 

● せん孔細菌病対策の重要な防除時期が続きます。菌の生育適温は 25℃ですので、

５月中旬以降から発生が多くなります。難防除病害のため [薬剤防除] と [耕種

的防除]を合わせて実施してください。 

● 風を伴う雨があると気孔や傷口から侵入します。 

春型病斑（病原菌の塊り）は見つけ次第、取り 

除くことが重要です。 

 

 

雹害を受けた幼果 

引き続き、せん孔細菌病対策が必要 

新梢先端から枯れ込みが見られます。 


